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マニュアルの理念

１．避難所における新型コロナ感染症の拡大を起こさないこと

２．市民の皆さんが安心して避難所での避難生活を送れること

マニュアルの目的

避難所における新型コロナウイルス感染症の拡大防止

目的・理念



平時の事前準備に加え、新型コロナウイルス感染症の流行下における
災害に対する備えや、避難所運営の注意点を 見やすく整理 した。

構 成

「避難所における新型コロナウイルス感染症への更なる対応について」
内閣府、消防庁、厚生労働省 事務連絡 令和2年4月7日

• 可能な限り多くの避難所の開設

• 親戚や友人の家等への避難の検討

• 自宅療養者等の避難の検討

• 避難者の健康状態の確認

• 手洗い、咳エチケット等の基本的な対策の徹底

• 避難所の衛生環境の確保

• 十分な換気の実施、スペースの確保等

• 発熱、咳等の症状が出た者のための専用のスペースの確保

• 避難者が新型コロナウイルス感染症を発症した場合

「避難所における新型コロナウイルス感染症への対応の参考資料」 内閣府

「医療機関における新型コロナウイルス感染症への対応ガイド」日本環境感染学会

「二次医療機関の新型コロナ感染症患者受入に向けた病院準備強化セミナー」東京都福祉保健局

「新型コロナウイルス感染症(COVID-19)診療の手引き」 厚生労働省

「新型コロナウイルス感染症蔓延期を想定した避難所運営の方針に関する提案」倉敷市連合医師会
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資料 １

避難所等における症候群サーべイランス用紙



資料 ２

避難所における隔離予防策
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